
(単位 :円 )

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
土  地 11,100,000 11,100,000

建   物 2,127,152 2,046,320
枠 奮 右価 言T碁 967.521883 274,346,812 205,140,400 1,036.728,295

′卜    言十 980,749,035 274,346,812 205,2211232 1,049,874,615

特定資産
畢学管付稽 寺奮虐 28.000.000 15,300,000 16,300,000 27,000,000

′卜    百十 28.000.000 15,3001000 16,300,000 27,000,000

合   計 1,008.749.035 289.646.812 221.521.232 1,076,874,615
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財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法
投資有価証券 :

保有する有価証券は全て時価のある「満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社以外の有価証券」で
あり、決算日の市場価格等に基づく時価法 (評価差額は正味財産増減額として処理し、売却原価は移動平均法
により算定)を採用している。

(2)固定資産の減価償却の方法
建物及び什器備品 :定率法を採用している。

(3)引 当金の計上基準
貸倒引当金 :貸付奨学金については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上している。

(4)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理については、税込方式によっている。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

単位

4.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

5.引当

6.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

円

内   訳 金

経常収益への振替額
減価償却費計上による振替額

(受取寄付金 )

80,832

計 80.832

科    目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額 )

(うち一般正味財
産からの充当額 )

(うち負債に対応
する額 )

基本財産
土  地 11.100.000 (11.100000)

建   物 2,046,320 (2,046,320)

投資有価証券
′卜    言十

1.036,728.295 (865,952.360) (170.775.935

1,049,874.615 (879.098.680 (170.775.935)

足貧産

奨学貸付積立 資産 27.000,000 (27.000.000

汁 27.000.000 (27.000.000

汁 1,076.874,615 (879,098.680) (197.775,935)

(単位 円 )

科   目 取得価額 減価償却累計額 減損損失累計額 当期末残高
土   地 68.030.000 56,930,000 11,100,000

建   物 23.988.625 13,279,847 8,6621458 2,046.320

什器備 品 3.559.357 2,213,841 1.345,516

合   計 95.577.982 15,493,688 65,592,458 14,491,836

金 の (単位 :円 )

科   目 期首残高 当期増加額
当 期 双 少 祖

期末残高
目的使用 その他

貸倒 引当金 987.000 987.000


